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1. はじめに
微気象学的方法と秤量法を応用したセル成型苗個体群の純光合成
速度および蒸発散速度の測定
し北宅善昭・渋谷俊夫・古在豊樹（千菜大学園芸学部）
中原正一 （茨城研農業総合センター園芸研究所）
生産現場において、セル成型苗の純光合成速度および蒸発散速度を個体群（苗、培地およ
ぴ苗トレイを含む）レベルで測定することは、これまで困難であった。著者らは、その測定
を非破壊、連続的に行う方法を考案したので、ここでは、その測定方法の概要と測定結果の
一例を報告する。
2. 測定方法の概要
光合成を行っているセル成型苗個体群（以下、苗個体群）上において、移流かなく、 CO2か
おもに乱流拡散によって上方から下方に輸送されているとき、純光合成速度(Pn)は苗個体群
上2高度のCO2濃度勾配(C,-Cl)／（ぢな）と拡散係数(K)の積から求めることかできる((1)式）。同様
に、水蒸気かおもに乱流拡散によって下方から上方に輸送されているとき、 蒸発散速度(E)は
伯個体群上2高度の絶対湿度勾配(q2利）／（ぢ石）と拡散係数(K)の積から求めることかでき る((2)
上し）。
C-C 
2 1 q2 -qI 
Pn= K -・ ・ • • (1) E=-K-• • • •(2) 
Z -Z Z -Z 
ここで、 Pn・純光合成速度(gn召s・l)、E:蒸発散速度(gm-2ゞ）、 C1およびc2:個体群上高さzl
および叫z1<Z-z)におけるCO墓度(gm・J)、q1およびq2：個体群上高さz]およびち(z1<zJにおける絶
対湿度(gmり、 K: 拡散係数(m2s•]）である。
苗個休群重量の経時変化よりEを求め、そのEと苗個体群上2高度の絶対湿度勾配（屯-91) / 
(z凸）の測定値を用いて、 (2)式よりkを求めた。そのKと苗個体群上2高度のCO2濃度勾配(Cが
C1) I (z2 -z1)の測定値を用いて、 (1)式よりPnを求めた。
図1のように設置した9枚の苗 トレイの中央に位置する苗 トレイ 1枚分の苗個体群重量を電
子天秤を用いて測定した。また赤外線CO2分析計を用いてCO2磯度を測定し、露点計を用いて
視lj定した露点より絶対湿度を算定した。なお、菫最測定に用いた苗個体群上において、 2高
度でのco濃度および露点はそれぞれ、同一高度水平面において均ーであることを予め確認
した。
3.測定結果および考察
木方法を用いた測定結果の一例として、アクリル被覆温室内で栽培されたトマト苗個体群
の純光合成速度および蒸発散速度の日変化、および苗個体群上の拡散係数の日変化をそれぞ
れ、図 2および図 3に示す。また同時に測定した短波放射束密度および風速の日変化を図 4
にぷす。
この方法は、生産現場における苗個体群の純光合成速度および蒸発散速度の実態を把握す
るために有効である。またこのような苗個体群からの情報は、セル成型苗生産における環境
調節技術の確立に役立つものと考えられる。
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図 1. 測定方法の概要
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図3.拡散係数の日変化
グラフ上の値は20分問の移動平均
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